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算数科における
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の

授業の在り方を求めて

～課題を選択し、自立的に学び合う授業の提案～

京都市総合教育センター 研究課 研究員

椙村 契
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本日の流れ

①研究のねらい

②「個別最適な学び」と「協働的な学び」となる授業

③手立てと実践

④成果と課題

2

思考力、判断力、表現力等

に課題

１年次研究
算数科・数学科における課題

答えはあっているのに
考え方を説明することが
できない…

※国立教育政策研究所 令和４年度全国学力・学習状況調査 報告書（京都市）
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R４全国学力・学習状況調査

自
力
解
決

集
団
解
決

「思考力、判断力、表現力等」の課題要因

適
応
題

課
題
把
握

時間の流れ
聞くだけで

わかったつもりになる課題がすぐ終わり
待つ時間がある

発表できる人数が限られ
ている

１年次研究

一般的な授業デザイン

もう少し
考える時間が欲しい
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従来の授業デザイン

より子どもが主体となる授業デザイン

１年次研究

一人一人の適した学習方法
で学習を進める

子ども同士で考えを伝え合い
学びを深める

協働的な学び

算数科・数学科で目指す力

算数科・数学科で育む資質・能力

自立的・協働的に課題解決する力 豊かな人生や
よりよい社会を創造する力

個別最適な学び
協働的な学び

１年次研究

6

算数科・数学科での
個別最適な学び
協働的な学び 一人学び

ノート、教科書、考え方ボックスなど

二人学び
考えを伝え合う
よりよい考え方について話し合う

個別支援
指導者による手立て

算数科・数学科の目標

１年次研究

7

集団解決や
学びの確かめ

①考えを図式化する

③考えを説明する

②考えを順序立てる

算数科・数学科での
個別最適な学び
協働的な学び

１年次研究

8

集団解決や
学びの確かめ
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①考えを図式化する

③考えを説明する

算数科・数学科での
個別最適な学び
協働的な学び

１年次研究

②考えを順序立てる

9

①考えを図式化する

③考えを説明する

算数科・数学科での
個別最適な学び
協働的な学び

１年次研究

②考えを順序立てる

10

①考えを図式化する
算数科・数学科での
個別最適な学び
協働的な学び

１年次研究

②考えを順序立てる

③考えを説明する

11

この辺りの活動

（１年次）「個別最適な学び」と「協働的な学び」となる授業

12

１人でじっくり考える
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この辺りの活動

自力解決ができた子ども

同士で考えを説明し合う

１人でじっくり考える

教師はヒントカードの提供や

個別支援を行う

（１年次）「個別最適な学び」と「協働的な学び」となる授業

13

最後まで粘り強く考える子

学習を自己調整し

主体的に学びを進める

この辺りの活動

考えを説明し合う子

さらに学びを進める子

（１年次）「個別最適な学び」と「協働的な学び」となる授業

14

①考えを図式化する

③考えを説明する

②考えを順序立てる

算数科・数学科での
個別最適な学び
協働的な学び

１年次研究

15

集団解決や
学びの確かめ

①考えを図式化する

③考えを説明する

算数科・数学科での
個別最適な学び
協働的な学び

１年次研究

②考えを順序立てる

16

集団解決や
学びの確かめ
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１年次の研究から見えてきたもの

・課題解決に至る子どもが増えた

・数学的活動の意義がわかってきた

・子ども同士で理解できるようになってきた

・説明する力が高まってきた

〇学習方法を委ねる 〇学習活動を委ねる時間を増やす

１年次研究（成果）算数科・数学科での

「個別最適な学び」
「協働的な学び」

主体を指導者から学習者へ

17

より子どもを主体とした授業デザイン

算数科・数学科で目指す力

算数科・数学科で育む資質・能力

自立的・協働的に課題解決する力

２年次研究

生活や学習の様々な場面でも活用できる

基礎的・基本的な知識や技能を身に付ける
＋

18

研究のねらい

自分に適した学習方法を自己選択・決定できる

授業デザインと学習を生かす課題を設定することにより

算数科・数学科で求められている資質・能力を高める

２年次研究

19

子どもを主体とした
授業デザイン

時間 1 2 3 4 5 6 7 8

子ども主体

【20～30分】

【 １時間 】

【2～3時間】

子どもに委ねる時間の設定（段階的に）

子ども主体 単元での学びを
生かす課題

一
斉
授
業

（
概
念
習
得
の

場
面
な
ど
）

知
識
・
技
能
定
着

の
確
認

（
練
習
課
題
等
）

一
斉
授
業

（
概
念
習
得
の

場
面
な
ど
）

課題把握

まとめ

子どものペースで
一人一人に適した学習方法

で学習を進める

自分の理解度に応じた
課題を自己選択する

20
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子どもを主体とした
授業デザイン

時間 1 2 3 4 5 6 7 8

子ども主体

【20～30分】

【 １時間 】

【2～3時間】

【単元全体 】
本年度の実践

子どもに委ねる時間の設定（段階的に）

子ども主体 単元での学びを
生かす課題

昨年度の実践

一
斉
授
業

（
概
念
習
得
の

場
面
な
ど
）

知
識
・
技
能
定
着

の
確
認

（
練
習
課
題
等
）

一
斉
授
業

（
概
念
習
得
の

場
面
な
ど
）

課題把握

まとめ

学
び
を

生
か
す
課
題

学
び
を

生
か
す
課
題

子どものペースで
一人一人に適した学習方法

で学習を進める

自分の理解度に応じた
課題を自己選択する

21

～４年生「面積」の単元での実践～

22

【１時間（２時間）】
子ども主体の授業

灰色

白色

【20～30分】子ども主体の授業
（概念習得は一斉授業）

子ども主体
子どものペースで一人一人に適
した学習方法で学習を進める

単元計画（一例）

４年生「面積」の実践

23

学習プリント

第６時のめあて

問1. たて200㎝、横４ｍの長方形のけいじ板の面積を求めましょう

たてと横の長さの単位が違うときの面積の求め方を考えよう

何㎠

何㎡

何㎠

何㎡

４年生「面積」の実践

24

数学的な見方・考え方
を働かせる

数学的活動を設定
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教科書を使う

開始５分頃

開始５分頃

個別支援
友だちに教えてもらう

開始10分頃

開始３分頃

一人で考える

４年生「面積」の実践

25

(主に、学びを生かす課題

に取り組む場面で)

⦿教室

⦿オープンスペース

⦿体育館

⦿運動場
など

⦿一人学び

⦿二人学び

⦿グループ

など

⦿教科書

⦿ノート

⦿ヒントカード

⦿ GIGA端末

など

自己選択・決定できる学習方法
研究の手だて

自分に適した学習方法で学習を進める
26

二人学び（教えてもらう）
二人学び（一緒に考える）

GIGA端末を使う

教科書を使う

主体的に学習する経験を積み上げていく

友だちと考えを説明し合う

練習問題に取り組む

問題づくりに取り組む

４年生「面積」の実践

27

学びを生かす学習（第９・10時/全10時間）

日常や社会生活の場面

（より本物に近い状況）

を取り入れた課題

日常や社会生活の場面
でも数学的な見方・

考え方が働く
＋

生きて働く知識・技能

４年生「面積」の実践

28
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学びを生かす学習（第９・10時/全10時間）

全学力層が取り組める課題も提供

→自分の理解度に応じて課題を自己選択

４年生「面積」の実践

29

日常や社会生活の場面

（より本物に近い状況）

を取り入れた課題

日常や社会生活の場面
でも数学的な見方・

考え方が働く
＋

生きて働く知識や技能

学びを生かす学習（運動場の面積を求める子どもの様子）
４年生「面積」の実践

30

運動場を長方形に見立てる

全体から一部（畑の部分）を引く
考え方で解決を試みる

二つの図形に分ける(長方形と台形)

考え方で解決を試みる

二つの図形に分ける(長方形２つ)

考え方で求める

協働的な学びを通して学びを深める

学びを生かす学習（運動場の面積を求める子どもの様子）
４年生「面積」の実践

31

４年生「面積」の実践
学びを生かす学習（家の間取りを設計する子どもの様子）

友だちの要望

建築の要望を聞く

条件と要望に合わせて

設計する

提案し修正する

再提案する

実社会と同じような課題

生きて働く知識や技能

学習したことを生かす

32
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～６年生「比例と反比例」の単元での実践～

33

【１時間（２時間）】
子ども主体の授業

灰色

白色

【20～30分】子ども主体の授業
（概念習得は一斉授業）

子ども主体
子どものペースで一人一人に適
した学習方法で学習を進める

単元計画の提示（一例） ６年生「比例と反比例」の実践

比
例

反
比
例

34

単元計画の提示（一例）

学習プリントで進める

６年生「比例と反比例」の実践

学び方を振り返る
35

６年生「比例と反比例」の実践単元計画の提示（一例）

・教科書の練習問題
or

・問題集のプリント
を使う

身に付けるべき力を確認
36
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６年生「比例と反比例」の実践

37

授業の終わり授業の始め

６年生「比例と反比例」の実践学び方を振り返る
前単元での振り返り

本単元（第７時）での振り返り

38

7人グループで取り組んだ
子どもの振り返り

いろいろな学び方を試しながら

自分に合った学び方を学ぶことが大事

６年生「比例と反比例」の実践
学び方を振り返る

39

失敗も含め、いろいろな学び方を試しながら

自分に合った学び方を学ぶことが大事

理解することを目的に

自分たちで学びを深めていく

前単元での振り返り

本単元（第７時）での振り返り

7人グループで取り組んだ
子どもの振り返り

振り返りシート

振り返り 学び方

６年生「比例と反比例」の実践

１か月間の携帯電話の使用データ量を予測し、

自分に適した契約プランについて考える課題

実際にあるアプリの名前

学びを生かす学習（選択課題）

40
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６年生「比例と反比例」の実践

１か月間の携帯電話の使用データ量を予測し、

自分に適した契約プランについて考える課題

実際にあるアプリの名前

１か月間の携帯電話の使用データ量を予測し、

自分に適した契約プランについて考える課題

実際にあるアプリの名前

比例の性質のよさを生かし、
およその数を求める課題

学びを生かす学習（選択課題）

41

６年生「比例と反比例」の実践

3600枚の紙を準備する

「重ねた紙の厚さ(高さ)」と

「紙の枚数」を比例関係とみる

一人当たりの紙の厚さを

求め、分ける

考え方が合っているか

実際に確かめる

比例は、わざわざ数えなくて
も求められるというよさが

ありました。

学びを生かす学習（チラシを分ける課題に取り組む様子）

学習したことを実際に生かすことで

数学のよさにも気付くことができた
42

６年生「比例と反比例」の実践

働かせた数学的な見方・考え方

「重ねた紙の厚さ(高さ)」と

「紙の枚数」が比例関係

・全体の紙の厚さから考える

学びを生かす学習（チラシを分ける課題に取り組む様子）

「紙の重さ」と「紙の枚数」
が比例関係

・１枚当たりの紙の重さから考える

・１㎜あたりの紙の枚数から考える

数学的な見方・考え方を働かせ

課題文にはない情報を自分で調べ解決 自立的・協働的に課題解決する力
43

成果と課題実践後のアンケートより

・自分のペースで進められることができるので算数が楽しい。

・気軽にわからないことを聞くことができるのが良かった。

・いろいろな人に聞きにいけるから、いろいろな考え方や解き方が知れてわかりやすかった

・自分が興味を持った課題だと決められた課題よりも「やりたい！」という好奇心が増した

・課題を選択することで自分が足りないと思ったものも補えたり、自分たちで学習方法を選んで

理解や考えを深められるのが良かった。

・意見が違ったら、他の説明文を書いて、また友達に聞いたりして、どんどん
説明がバージョンアップできた。

・わからない人に教えたりするときに図を使って説明できるようになった。
・自分で選んだことをちゃんとやるので探求心も育った。

学習方法や学習課題を自己選択できる授業について

算数としての力がついたと思うこと

44
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成果と課題

『まず』『次に』といった言葉を使うなど，

人にわかりやすく説明できるようにする

実践前（n=77）、実践後（n=77）

『式と言葉』または『図や表、グラフなど』を使って

自分の考えを人に説明できる

（n=77）

７割弱

実践前・後のアンケートより

している(30人)

している(39人)

45

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

11P増

成果と課題
実践前・後のアンケートより

・まず自分で考えて教科書を見ればいいと思いました。理由は教科書が一番正確にわかるから。

・まず、自分で問題を解いて、分からない人がいたときに、その人に説明するやり方

⇒自分が本当に理解できているか確かめられるから。きちんと理解できていないと、人に説明

することはできないから。

・簡単な問題は一人でやって、難しい問題は友だち（二人）とやる学び方が僕は自分の力がつくと

思う。なぜなら、お互いに教え合ったり、友だちの考えを知たりすることで、自分の考えを深め

ることが出来ると思うから。

「自分に合った学習の仕方という
ものはありますか。」 34P増

実践後

46

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

成果と課題

・比の学習で、図工の学習で使うことができることが分かった。 色を〇：〇とメモしておくと

何回でも同じ色を作ることができる。

・面積の学習で生かせそうと思ったところは１ａや１haや一平方キロメートルを使い分けて畑や

農園の面積を求め、畑でとれる野菜の量などを求めるときに役立ちそうだと思った。

・自分の将来の夢にいかせると思った。宇宙に関係のある仕事をしたい。小数のかけ算の筆算や

面積など星までの距離や大きさを求めるときに生かせるのではないかと思った。

算数で学んだ考え方が

生活の中や社会人になったときに

「生かせるな」「役に立つな」と思うこと

がありますか

21P増

実践前・後のアンケートより

47

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

研究協力員によるお話

実践を通して

48
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・基礎的・基本的な知識や技能、数学的活動の仕方や学習の進め方などを

指導する （図式化や説明の仕方、考え方を一般化するなど）

・段階的に子どもに学習活動を委ねる

(単元計画の開示、学習プリントや振り返りシートの作成などが必要）

・学習を生かす場を設定する

(発展課題の作成、問題作りをする機会、探究的な活動の場の設定など）

成果と課題

従来通りの深い教材研究と教科指導力の向上

児童理解・認め合える学級経営

指導者の豊かな見方・考え方

個別最適な学びでの指導者の役割

49

ｖ

ご清聴ありがとうございました。

算数科・数学科における
「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の授業の在り方を求めて

～課題を選択し、自立的に学び合う授業の提案～

50

京都市総合教育センター 研究課 研究員

椙村 契

アンケートのご協力を
お願いします


